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札幌市内住家性鼠の寄生品特に嬬品類に就て

111下手〈良j¥• ;森勢 ;Si
(北海道犬捨良塾部動物塾教室〕

A survey of the parasites of house rats in Sapporo City， 

especially on the helminth parasites. 

By 

JIRO YAMASHITA and HANS MORI 

(Zoological Institute， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

*調布は 111{示1123/')三11月より翠241)ミ9H i与

に拍陸せられた札幌市内{I:家性五{q:，¥，にドプネズミ

及びクマネズミに就いてなされたもので，その成

主ltの1部ぽ白1に若手干の 1入山下によって報;片せら

れた (1949) 。今回更に著者等ぽ該1~1JltIJに得られた

他の寄生虫に就いても調布を格ったので，ととに

一括報告するとととした。

検斉材料中腐敗甚だしく検夜不能のものば除

外したが，中には肝臓のみの検在には使f11IU来る
ものもあったので，とのようなものは出来るだけ

fIJうるように努めた。そこで肝臓検有を行った翌日

数と腸内谷の検在をも併せ行った頭数とぽ次!C述

べるような差異を示した。 μIJち肝臓を調べたもの

は 6071臣賞(ドブネズミ O1373，同マ 1194，クマネ

ズミ O1741，同 91763)，その中，腸内容をも調ぺ

7ζものは 4679îîJ~ (ドプネズミ O1047，同♀ 907，ク

マネズミ O1376，同91349)で、あった。向5月よ

り9月までの!HJは材料蒐集に困難を来し，充分の

.頭数を検衣しれ}なかったととは遺憾で、あり，との

献に|却しでは将来の再調布をJtl]している。

1. 寄生虫種名及び寄生部位

著者等は今回の検脊に於1下記のおlく所111鼠

寄生虫として幌虫類 9 極と鼠小穿孔亦~.~~及び蚤乞

4与た。

[IJ線虫剤 (寄生部f的

(1) Asρiculuris tertraρtera NITZSCH・・・

-一結腸， 胃腸

(2) Heterakis sρumosa SCHNElDER'" 
・・・・結腸， 訂版

(3) Syρhacia muris (YAMAGUTI)・也fJl~， 訂版

(4) Cαρillaria muris KAMIYAMA.... ー-Fj

(5) Caρillaria heρaticαBANCROFT...... )昨日強

[Il] 1rゑ i弘主兵

(6) Oochoristica ratti YAMAGUTI et 
MIYATA....…...........ノj、!助

(7) Himenolφis diminuta (RUD.)ー・回一・・・小l助

(8) Cysticercus faciolaris RUD.， 1808 ・)JF腕
[III]吸虫類

(9) Plagiorchis muris (TANABE)'田・小山トιR
[IV] 1お生見出

(10) Notoedres alψis.・・・・・…皮府， ユギ， 尾， 陰嚢

(11)蚤(郡名未決定)……・・・H ・...…・........皮膚

2.寄生率

今回の調布に於て， JJ卦及び肝臓に寄生する踊

虫類のみに就て見ても， ドァ。ネズミばその9*IJ以

上，クマネズミばその 6割前後に寄生が認められ

る。従って他の寄生官.~位或いは原虫類の寄生虫を

も考慮するならば寄生率ぽ自ら上昇するわけであ

る。又上記の如くドプ、ネズミf;tクマネズミに比較
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して遥かにr.'!Jい寄生t率左右-するとともlリjらかでる まれていたい。 fl禁止l協~('C合まれ工いるものとして

は O.ratti (非同fI卵{Iま 1\) の寄生此も rUJ~で， H.

diminuta (新i小{I争.'lUは側めて111;率7，;::.示した。又
組以榔]に合まれるものでぽ A.tetraρtera及び

H. Sρumosaがl司純度に寄生率正!Jく， S. muris及

び C.muris f~r側めてf民主存在と示した。吸.!Jtとして

は P‘muris1 tをのみで而も側めて低率であった。

る。

下去に示す如く千令官1寄生出の 111，Cy. fascio-

laris及び C.hφaticαの寄生率ば他のものに比

較して非常に高い。そとでとれら 2f"Ji:ぽ(I'!j，に僻iを:

設けて示したが，他ばfやl'，総出， I汲且lに大別し

て示した。従て{I奈1¥及び線虫聞には前記2舶は合

第 I 表 vプネズミ (R.no仰 egi，口問 no仰 egic畑〕
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第 II 表 クマネズミ (R.l'αttus rattus) 

l-l土J-1rlニ「:ll検査頭;lI4jblι 
1而…;~ I瓦 1-~7 げ[ーム~r---;r-~--II---~問|云川ム(-I-~;--ユ;.24
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後期 1 I 20.0 一O
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[誌] Cf. ・・…・-… Cysticercus fi日sciolaris
Ch.……・ ・・・ Cα'pillαria hepat化。

Cy. fasciolarisの寄生率を見るとトlHi!i:鼠共

~1: 11月からnが進むにつれて減少しやがて2月
初め頃から漸咲く増加し， それ以後は!1三月jう至1ヶ

月の，[1:fifillを置いて増減するo

又 C.helりαticaの寄生率は雨積r;l共に 12月

に入って 1時減少するが爾後漸弐唱r力11しトドプネ

ズミで'fi1月と 3月の初めに減少するが， 3月以

降ぽ漸次上昇する。クマ・ネズミに於ても大体同じ

471 209 44.37 1431 3ω6 

41.48 157 i 39.95 
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O 319 101 31.66 94 1 29.46 
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o ，j 100
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44.24 
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~ I 21 7 i 33.33 6 1 28.57 

O 4 5 71.43 。 4 言 41.67 
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2 i 40.0 日 100.0 

。 O 41.78 11，2491 耳

経過を辿り 1月の;fくと 3月の初めとの2固に豆り

ーー時減少するが3)]以降ぽ上昇する。

r").同等f't大阪に於ける位家性鼠の本虫の調査
に於て冬期!より春江nにかけヱ漸共上昇すると述ぺ
ているが本成績ではそのIHJt亡も1伶 1，2回の減少

期が認められた。

次に係虫類及ぴ線虫類の寄生率1L見るとその

増械は概ね一致しているが，ドプネズミでは 11月e
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どんな混合感染のi!J(態をJtiしているかを示したの

が次に掲げた去で1ある。次去の数値ば何れも前記

拾脊111敢との比率である。去中，線虫， 11李虫と記
したものの中には前~の如く 2 顧乃至 3 極佐合む

ものであるから，本去によってとれらの各都i々の

積に就て農の混合感染3とう;¥1るととぽ出来ないが，

寄生部位を異に!し，護育上或いは形態上著しく相

具する寄生虫問に於ける混合感染の欣況を知るこ

とぽ11:¥列4る。

以降漸弐減少し1月に最低-となりそれ以後ぽ滞)I次

J二昇している。一方クマネズミぽドプネズミによじ

ベ℃寄生率ぽ著しく[11く11.各月共著しい増減を示

さないが，春季初寄生率は上昇する傾向を示して

染

脚内に寄生するがii虫と候虫，並て五、に肝臓に寄

生ずる Cy.fasciolarisとC.hφaticaとの聞に

感合3. i毘

いる。
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diminuta (縮ノj、1!条.10及び、P.muris(鼠吸虫)の寄

生率が著しく低いことは注目すべきととであって，

殊にl持者。寄生率の低いととは公衆衛生上手干ぶべ

きととではあるが， -'1頂とれら寄生虫の存在を少

数ながら認めた以上金く等閑に附するととの出ろい

ないことは云うまでもない。又少数例でJまあるが

従来の報告によれば，P muris及び C.hepatica 

の人体感染例も知られているのであるから，これ

らに就てもー!臨の注意が必要で、あろう O 著者等ぽ

寄生崎;虫類の混合感染並びに内部寄生虫と外部寄

生虫との寄生閥係に就いて，何れもi濃い閥心を有

するものでるって，本問題ぽ更に肺*に浅された

興味ある研究課題の 1つである。

調在したi副主札悦山立保健所の厚意によった

ものである。ととに同保健所各位に封し深謝する。
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献支

著者句qはま斗本よ?斎t釘T

感染を乞=見るもの，或いは伐虫のみの感染を見た例

ぽ少ない o混合感染の傾向は討す極鼠に於て相似て

いる。ただクマネズミに於ける各種寄生率ぽドプ

ネズミによと蚊すれば遥かに低く， Ak{: l.. 1.見合感染も

低率を示している。殊!乞ドブネズミに比較して多

数種の混合感染例は著しく低率で、ある。

外部寄生息

著者等の外部寄生虫の寄生率に就ての調査は

未だ不充分で、あるので，ととに寄生率の詳車111左越

べるととば主控えるが，蚤及び、sf癖の寄生右こ認め

たととは前記の如くであり，殊に抗;癖の正~j度感染

が認められた。即ちドブネズミ 85iJHo7，平1)，
クマネズミ 5頭 (δ4，平 1)がそれで、，侵襲部f立

は雨耳及び尾;j1~部で，中には更に背腰部並び、に陰

嚢部に及ぶものもるった。皮膚ぽ結腕，肥!早を見，

肱毛著しく， このととは特に雄に於て期三年であっ

7ζ。

0.26. 0.77 I 

4. 

以上の如く札幌市住家性J誌に於ける寄生虫寄

生率ぽ諸家により各地に於℃なされた調布成績に

比較して一般に高位を占めるものであるが，H. 
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Resume 

A sllrvey of the parasites of the rats， Rαttus norvegicus narvegicus and Rattus rattus 
rattus， in Sapporo City was condllcted dllring ten months from Novemb己r1948 to AllguSt 
19ι9. These rats were brollght to Ollr laboratory as carcases. A tota1 of 6071 rats was 

examined. Among thes己rats4679 were examined on the 1ivers and alimentary tracts whi1e 

the other rats were examined on1y on the 1ivers from decay of the alimentary tracts. 

The total nllmber of sp己ciesof the heliminth parasites fOllnd in this sllrvey was 9， made 
IIp 5 species of nematodes， 3 of cestodes and one of trematodes， and moreover manges and 
:fleas were fOllnd. The seasonal I1.11ctuations in the in.festation of rats with several parasites 
were a1so ShOWll in the tab1e 1 and 11. The rats infected with two or three species of par-

asites were the commonest (Table III). 

The resll1ts of the percentage of infecction which have been reported in the past from 

similar sllrveys are 1ess than in Ollr pres色ntstlldy， excepting two species， Hymenolφis dimi-
nuta and Plagiorchis muris. It is very important in view of the pllblic health that we fOllnd 

these two species in spite of their lower rate of infection， for these parasites are known to 
be transmitted to m叩 anddomestic anima1s. 


